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（別紙１）

平成３０年度～平成３１年度 社会福祉法人あゆみの会社会福祉充実計画

１．基本的事項

法人名 社会福祉法人あゆみの会 法人番号 6030005008988

法人代表者氏名 理事 吉田 靜子

法人の主たる所在地 埼玉県川越市大字古谷上 2237番地 1

連絡先 埼玉県ふじみ野市上福岡三丁目 10番 7号

地域住民その他の関

係者への意見聴取年

月日

公認会計士、税理士

等の意見聴取年月日
平成 30年 8月 15日

評議員会の承認年月

日
平成 30年 6月 23日

会計年度別の社会福

祉充実残額の推移

（単位：千円）

残額総額

（平成 29

年度末現

在）

１か年度目

（平成 30

年度末現

在）

２か年度目

（平成 31

年度末現

在）

３か年度目

（平成 32

年度末現

在）

４か年度目

（平成 33

年度末現

在）

５か年度目

（平成 34

年度末現

在）

合計

社会福祉

充実事業

未充当額

88，140 70,512 ０ ０ ０ ０

うち社会福祉充実

事業費（単位：千

円）

17，628 70,512 ０ ０ ０ 88,140

本計画の対象期間 平成 31年 1月 1日～平成 31年 10月 31日

２．事業計画

実施時期 事業名 事業種別
既存・新

規の別
事業概要

施設整備

の有無
事業費

１か年

度目

企業主導型 新規
企業主導型保育所・地域交流センタ

ーの設置
有 69,777,393

小計

２か年

度目

企業主導型 新規 企業主導型保育所・地域交流センタ

ーの設置
有

279,109,570
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小計

３か年

度目
小計

４か年

度目
小計

５か年

度目
小計

合計

※ 欄が不足する場合は適宜追加すること。

３．社会福祉充実残額の使途に関する検討結果

検討順 検討結果

① 社会福祉事業及び公益事

業（小規模事業）
企業主導型保育所に地域枠を設置することにより、待機児対策となる

② 地域公益事業
活動場所の提供等を通じた地域課題の把握や地域づくりに関する取り組み

地域交流センターの設置（子育て支援と地域交流の拠点づくり）

③ ①及び②以外の公益事業 地域緊急避難場所の提供、災害時の要配慮者の福祉ニーズの対応

４．資金計画

事業名 事業費内訳 １か年度目 ２か年度目 ３か年度目
４か年

度目
５か年度目 合計

企業主導型

保育所及び

交流センタ

ーの設置

計画の実施期間に

おける事業費合計
69,777,393 279,109,570 ０ ０ ０

財
源
構
成

社会福祉充実

残額
17,628,000 70,512,000 ０ ０ ０ ０

補助金 22,000,000 88,000,000 ０ ０ ０ ０

借入金 0 ０ ０ ０ ０ ０

事業収益 0 ０ ０ ０ ０

その他 91,149,393 56,597,571 ０ ０ ０ ０

※ 本計画において複数の事業を行う場合は、２．事業計画に記載する事業の種類ごとに「資金計画」を作成すること。
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５．事業の詳細

事業名 企業主導型保育所及び地域交流センターの設置について

主な対象者
企業主導型保育所（当法人及び共同利用法人従業者及び地域枠利用者）

地域交流センター（ふじみ野市上福岡地区地域住民）

想定される対

象者数

企業主導型保育所（19名～）

地域交流センター（年間 2000名を想定：法人の他の広場の利用者より推定）

事業の実施地

域
埼玉県ふじみ野市

事業の実施時

期
平成３１年１月１日～平成３１年１０月３１日

事業内容

企業主導型保育所の設置提案

１．場 所：

埼玉県ふじみ野市上福岡三丁目 11番 3号他（現すまいる・ランド本他）

土地の表示（地番表示）

１ 所 在 地 埼玉県ふじみ野市上福岡三丁目２８３０番２号

２ 地 目 宅地

３ 公簿面積 ３０４．７８㎡

１ 所在地 埼玉県ふじみ野市上福岡三丁目２８３０番３号

２ 地  目 宅地

３ 公簿面積 ３１３．６８㎡

２．建物の概要：

三階建て鉄骨造

社会福祉法人あゆみの会 使用部分（１階、３階、屋上）

  株式会社すまいる・ランド使用部分（２階）

３．事業費

（１）建物・設計料按分例（消費税込）

あゆみの会 すまいる・ランド 合 計（税込）

建物設計価格 241,765,425 円 120.882．712円 362,648,137 円

設計料 12,121,538円 6,060,768円 18,182,306円

合 計 253,886,963 円 126,943,480円 380,830,443 円



4

（２）収支計画（概 算）

項 目 金 額 項 目 金 額

建 物 241,765,425円 補助金 110,000,000 円

設計料 12,121,538円 社会福祉充実残額 88,140,000円

土地購入費（＊） 80,000,000円 自己資金 150,746,963 円

備品費 10,000,000円

事務費 5,000,000円

合 計 348,886,963 円 合 計 348,886,963 円

＊社会福祉充実残額・自己資金の充当に関しましては、自治体との事前協議の上、理事会にて

決議を行います。

４．事業の内容

（１）企業主導型保育所について

地域の潜在保育者や介護職員の就労を支援します。職員の福利厚生を向上します。地域枠の

設定により、待機児童の改善を図ります。

 設置予定地は、上福岡駅の徒歩圏にあり、当法人が運営する０歳～２歳までの６０名定

員の認可保育園三丁目すまいる保育園の正面に位置しており、保育や運営面で連携を図

ることが容易であり、保育の質を担保することが出来ます。

 現在、共同利用事業者である株式会社すまいる・ランド本部・訪問看護ステーション・

居宅介護支援事業所・訪問介護事業所（ヘルパーステーション）等の事業所の所在地に

なっており、従業員の方の利便性も高い立地となっています。

 三丁目すまいる保育園と近接しており、同園を卒園する３歳児以降の受入先として利便

性に優れており、一貫した保育を提供することが出来ます。

 駅から徒歩圏という立地より、他の地域枠利用者にとっても利便性が高く、地域内には

株式会社すまいる・ランドの取引先である介護事業者等、企業内保育所を持たない事業

所のニーズも見込まれます。

（２）法人職員のニーズ

 当法人は２０１０年１２月に創設され、現在、ふじみ野市・川越市で認可保育園３園を

運営しており、約１００名の従業員がいます。

 女性の就労率は 71.6％に達しました。平成 27年度の女性の就労実績は医療・福祉が最

多となっています。法人では毎年産休・育休に入る従業員も 5名から 7名程度おり、自社従

業員の保育ニーズは高く、現状は市内の認可保育園等に申し込み保育所が決まれば就労・復

職できるという状態ですが、入園できた認可保育園の場所により、勤務地や勤務時間の調整

が生じたり、復職できなかった事例もありました。
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 今後、川越市近辺で認可保育園、高齢者施設を展開する可能性があり、それら事業を展

開する上でも、非常に重要です。企業主導型保育所の設置ができれば、現在運営している三

丁目すまいる保育園の隣という立地上の利点、三丁目すまいる保育園との保育活動の連携等、

従業員が安心して保育所を利用できる安心して働き続けられる環境が整い、従業員の保育ニ

ーズに応えていけると考えています。

 制度当初より埼玉県多様な働き方実践企業に認定され、採用時の面接で企業主導型保育

所のような子育て施設があれば入職できる、したいという求職者の方も多くおります。平成

３０年３月末まで、理事長吉田靜子が個人で、ふじみ野市より委託を受けた無認可家庭保育

室（従業員も利用していた入所施設）を運営しており、それら求職者の方の保育を引き受け

就労いただいた事例もありました。同保育室がテナント契約の関係で閉所せざるを得なくな

り、潜在保育士の就労支援の点からも是非設置ができればと考えています。

（３）共同利用事業者（㈱すまいる・ランド）のニーズ

共同利用企業である株式会社すまいる・ランドは、１９８２年１１月に当法人理事長である吉田

静子が設立し現在も代表を務めています。同社は現在、ふじみ野市・川越市で訪問看護ステーショ

ン・居宅介護支援事業所・訪問介護事業所（ヘルパーステーション）・通所介護事業所（デイサー

ビスセンター２カ所）を運営しており、約１００名の従業員がいます。

また介護職においても採用時の面接で企業主導型保育所のような子育て施設があれば入職でき

る、したいという求職者の方も多くおります。

平成３０年３月末まで、法人理事長・同社代表吉田靜子が個人で、ふじみ野市より委託を受けた

無認可家庭保育室（従業員も利用していた入所施設）を運営し、従業員等のお子様の保育の受け皿

を担っておりましたが、がテナント契約の関係で閉所せざるを得なくなり、潜在介護職の方の就労

支援の点からも是非設置ができればと考えています。

（４）地域のニーズ

設置場所に私道を挟んで近接する認可保育園三丁目すまいる保育園は 0～2 歳児の待機児童解

消という自治体の要請をうけ、当法人が運営する０歳～２歳までの６０名定員の認可保育園です

が、卒園後、他の保育所に入所せざるを得ない状況です。３歳以上の受け入れ枠を設けることで、

通い慣れた場所での保育を継続することが出きます。

ふじみ野市より、三丁目すまいる保育園卒園児の受け入れ先について数年前から話し合いを重

ねており、今回、地域枠を利用し、三丁目すまいる保育園卒園児の受け皿となることも期待できま

す。

（２）地域交流センターの設置について

地域共生社会の実現に向けた取り組みは、社会福祉法人が果たすべき重要な役割の一つである

と考えます。質の高い保育を進めていくことはもちろんのこと、企業主導型保育事業の一環とし

て、地域コミュニティの創造に貢献していきたいと考えています。
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少子高齢化や核家族化の進展とともに、かつて地域にあった子育て共助のコミュニティーは姿

を消していきました。そのため、例えば、自治体の子育て会議では、父親が出張中に母親が切迫早

産で緊急入院をすることとなったお子様のケアができる人が見つからない事例なども紹介されて

います。かつては、困ったときはお互いに支えあう地域がありました。私たちは交流センターを通

じて共助の地域を創っていきたいと考えています。現在、法人では、現在２か所の子育て支援セン

ター（ひろば）を運営しています。各ひろばには年間３０００人近い利用者がおり、子育ての悩み

を共有したり、看護師・管理栄養士・保育士等と子育てについて考えたり、利用者同士の交流を深

めていったりといった実践が日々重ねられています。またその活動等が評価され、子育て支援セン

ターの全国組織である「日本子ども子育て支援センター連絡協議会」（日本子ども子育てネット）

の埼玉ここねっとの委員を務めています。社会福祉法人を設立した母体の株式会社すまいる・ラン

ドは高齢者福祉を幅広く手掛けており、高齢者福祉に関する様々な専門家がいます。今回提案する

地域交流センターは、高齢化を迎えた地域の中で地域の人たちが主体となる、「我が事、丸ごと」

の地域共生社会、子育てコミュニティづくりをコンセプトとし、利用者が主体的に活動できる仕組

みを取り入れ、子育て世代の方同士、子育て世代と地域の方との交流を深め、協働して課題解決に

取り組み、子育て共助のコミュニティを創ってまいります。

（３）地域防災支援

地域の災害時に地域の方の一時避難場所として３階ホールを使用します。地域における災害時

要配慮者（傷病者・障碍者・高齢者・子ども等）の福祉ニーズへの対応をします。

事業の実施ス

ケジュール

1か年度目 平成 31年 1月 企業主導型保育所・地域交流センター等着工

2か年度目 平成 31年 10月 企業主導型保育所・地域交流センター等着工竣工

3か年度目

4か年度目

5か年度目

事業費積算

（概算）

（１）建物・設計料按分例（消費税込）

あゆみの会 すまいる・ランド 合 計（税込）

建物設計価格 241,765,425 円 120.882．712円 362,648,137 円

設計料 12,121,538円 6,060,768円 18,182,306円

合 計 253,886,963 円 126,943,480円 380,830,443 円
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（２）収支計画（概 算）

項 目 金 額 項 目 金 額

建 物 241,765,425円 補助金 110,000,000 円

設計料 12,121,538円 社会福祉充実残額 88,140,000円

土地購入費（＊） 80,000,000円 自己資金 150,746,963 円

備品費 10,000,000円

事務費 5,000,000円

合 計 348,886,963円 合 計 348,886,963 円

＊社会福祉充実残額・自己資金の充当に関しましては、自治体との事前協議の上、理事会にて

決議を行います。

合計 ３４８，８８６千円（うち社会福祉充実残額充当額８８，１４０千円）

地域協議会等

の意見と

その反映状況

ふじみ野市連自治組織連合会会長原田様に計画を説明、計画について了解を得た。地域の緊急

避難場所として食料の備蓄等を行う要望が示されたため、三階に保育室兼緊急時の避難場所、

備蓄倉庫を設置。

※ 本計画において複数の事業を行う場合は、２．事業計画に記載する事業の種類ごとに「事業の詳細」を作成するこ

と。

６．社会福祉充実残額の全額を活用しない又は計画の実施期間が５か年度を超える理由


